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　abstract
　In early July 2018, heavy rain in July 2018 caused severe damage in various 
parts of Ehime Prefecture. Among the damaged works were many photographs full 
of various memories and old records telling the history. As the rescue of cultural 
properties continued in various places, The Ozu City Museum, with the cooperation of 
many people, worked on the rescue of the damaged materials in the city. 
　The reason why the system for the rescue of the material was assembled to some 
extent quickly in the event of an unexpected situation was that there was a practical 
training that I received a few months ago. Along with an outline of the case of the Ozu 
City Museum, we introduce "a certain word" which reminded us of the difficulty of 













れまでの大雨以上に続いていた ( 写真 1)。鹿野川ダム横の道を下り、道の駅を右手付

















ていたため、ここでも迂回をすることとなった ( 写真 2)。
　自宅のテレビにより、豪雨の情報を思い知らされることになったのは言うまでもな
い。つい、1 時間ほど前に走行していた肱川町内の国道筋や、引き返して向かおうと
写真 1: 国道 197 号線の様子








た。博物館は、社会教育センターの 4 階・5 階にあり、1 階は駐車場、2 階・3 階は






　翌 8 日、博物館は通常どおり開館した。博物館のスタッフ 3 名の内、1 名は公民館





































ものであったとつくづく思う ( 写真 3)。
　博物館での水損資料救出作業が本格化するのは 10 日からである。
　作業場所として、手近に水道があることが必要であることは言うまでもなく、手洗














































におけるボランティア受け入れが本格化した 7 月 20 日から、ひとまず作業が山場を














の書籍、文書、甲冑、そして大量の茶道具が水損していた ( 写真 5)。数が大量であっ
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たこともあり、当館への受け入れは困難であった。そのため風の博物館の協力を得て、






　当館スタッフ 3 名については被災がなくて済んだが、風の博物館のスタッフ 3 名の













　7 月 29 日に大洲市立博物館で、翌 30 日に八幡浜市でレクチャーが開催されること







り扱いに関しての問い合わせに関する情報発信を随時行うほか、大洲市広報 9 月号 ( 平






○写真 ( フィルムも含む )
○古文書・古い本
○明治・大正・昭和の古い書類 ( 手紙・日記など )、新聞、絵葉書
○掛け軸、古いふすま、屏風など
○自治会・組合など団体の文書・記録























前野隆裕「水害による被災資料の救出について」(『長濱史談』第 43 号、平成 31 年 3 月 )
藏本　諭「平成 30 年 7 月豪雨での大洲市における文化財の被災と対応」
(『四国・愛媛の災害史と文化財レスキュー』愛媛県歴史文化博物館、令和 2 年 2 月 )
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記憶をのこす事の、意味を考える。
( 愛媛県八幡浜市にて )
22
